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情報共有に取り組みだしたきっかけ

以前、病院勤務時代にＮＳＴで係わって
いた脳梗塞の患者さんに嚥下障害が
残ってしまった。
嚥下訓練を続けていけばよくなると
思うが、時間がかかりそう。
胃ろうを造って訓練を続けるのがよいが、
元の施設は受け入れてくれるだろうか？
もしだめなら、経腸栄養は行ってくれる
のだろうか？栄養補給はどのようにして
もらえるのだろうか?



【栄養士から見た地域連携の現状】

病院⇔施設へ移動時の情報が曖昧

【入所先の施設では…】

• 「刻み食」の刻み加減がわからない・・・

• 食事の名称だけでは内容がわからない・・・

• 聞きたいけど忙しいと思うと聞けない・・・

【送り出した病院では・・・】

・施設によって対応がさまざま

・情報提供の書類を栄養士が書くことが少ない・・

・ＮＳＴの書類や看護サマリーを参考に見て

ほしい・・・



地域連携情報表
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食形態一覧表



中和保健所(旧葛城保健所)管内
食事形態一覧表







個々の施設の食形態一覧表があれば良いが、

ない場合でも共通ツールがあれば良いのでは？

食事形態情報共有ワーキンググループ

（奈良県栄養士会福祉事業部 施設栄養士の会

有志と、他職域賛同栄養士）

と連携し、食形態一覧表 スタンダードを作成。



食形態一覧表 スタンダード



いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
  （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に
提供される地域包括ケアシステムの構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、
地域包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少
する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応
じて作り上げていくことが必要。県は、市町村の取組を支援。

地域包括ケアシステムの推進



病院

施設

在宅での栄養療法を
主治医、ケアマネ等
へ提供

栄養管理計画
栄養療法
嚥下評価および
訓練の情報を提供

栄養ケア計画栄養ケア計画

訪問栄養指導
施設での栄養療法を提供

栄養サマ
リー等

栄養サマ
リー等

栄養サマ
リー等

管理栄養士
看護師

ＭＳＷ 等

管理栄養士
ケアマネジャー
支援相談員 等

ケアマネジャー
訪問看護師
ヘルパー

介護者（家族）等

栄養情報の
伝達窓口

医療から介護までの一貫した栄養管理

在宅

病院や介護・福祉施設等の療養者の栄養管理情報を相互に活用できるツール
（以降「栄養サマリー等」）を作成し、急性期から回復期、在宅復帰まで栄養サマ
リーを活用することにより継続した栄養管理の提供をめざす。

保健所が連携体制の構築を支援



　下記の（利用者・患者）様について栄養管理情報を提供します。

　この情報については療養者本人もしくは家族の方の了解を得ています。

氏　名 男 ・女 生年月日 M・T・S・H　　　年　　 月　 　日生　　　　 歳

身　長 体　重

現病名 既往歴

□経口

□経腸　　　

□経静脈

　　商品名（　　　　　　　　　　　　　　　）　・　投与量（　　　　　　　　kcal/日）　・　投与時間（　　　　　　　　　　）　

　　回数（　　　回/日）　・　追加水分（　　　　ml/日）　・　形状の理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

必要量 エネルギー たんぱく質 脂肪 ｇ 塩分 ｇ

提供量
（栄養補助食品を

含む）

エネルギー たんぱく質 脂肪 ｇ 塩分 ｇ

摂取率 主　食　(　　　　　　　％)　　　副　食　(　　　　　　 　　％)　 

食　種 □一般食 　□治療食　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施設での名称））

□米飯　　　　□パン　　　　□軟飯　　　　□全粥　　　　　□(       )分粥　　　　□重湯　　　主食量（　　　　　ｇ）

□常菜　　　 □軟菜　 　　　□ひとくち大　　□きざみ（カットサイズ　　ｍｍ） 　□ミキサー・ペースト状　　□ゼリー状

栄養補助食品

学会分類2021

（例：アレルギー、水分量、薬の相互作用など）

食事回数 　（　　　　　　）回/日　　　　　　　　　　　　　　食事に要する時間 ： □～30分　　□30分～　　□1時間～

介助方法  □自立　　　□見守り　　　□一部介助    　□全介助

使用器具  □箸　   　　□スプーン ( 大 ・ 小 )　　　　　□フォーク　　　　□自助食器            □自助具（　　　　　　　　　）

姿　　  勢  □座位　　  □ リクライニング　(角度　　　　　　度)     　　　     

む　　　せ  □ なし　　  □ときどき　　　　　□ あり   

増粘剤の使用

形　　状  □段階1（薄い・ウスターソース状）　　□段階2（中間・ポタージュ状）　　□段階3（濃い・ハチミツ状）　　□その他

咀嚼・嚥下 咀　　嚼  □自歯　　　　　　□義歯　 （　□総義歯　　□部分義歯　　　　　　　　　　）　　　□その他（　　　　　　　　　　　）

状態 嚥　　下  □問題なし　　 　□見守り　　　　□やや問題がある　　　　□できない

褥　　瘡  □なし　　　　□あり（部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 摂 食 障 害  □なし　　　　　□あり

排　　便  □問題なし　□下痢ぎみ　　□便秘ぎみ（下剤：□なし　□あり　）　開 口 困 難  □なし　　　　　□あり

む　く　み  □なし　　　　□あり（部位　　　　　　　　　　　　　） 口 内 残 留  □なし　　　　　□あり

麻　　痺  □なし　　　　□あり（　□右　　□左　）

本人の嗜好
や

家族の希望

特記事項

記入年月日　　　　　　　　　/　　　　　/

施設名 担当者

連絡先

2022/2/9

食事方法

水分形態
 □なし　　　　□あり　（使用品名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（使用量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

身体状態

食事内容　

主　食
□ゼリー状 　□ミキサー　□とろみ　　　□おにぎり（　　　　ヶ）　　　□水切り　　□その他（　　　          　　　　　　　）

副　食
　※　とろみ　　　□なし　　□あり　　　※　自施設食形態一覧表（添付）　　□なし　　□あり

 □なし　　　　□あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□4　　　　□3　　　　□2-2　　□2-1　　　　□1ｊ　　　□0t　　　□0ｊ

特記事項

栄　　養

摂取手段

→　□経鼻　　□胃ろう　　□腸ろう    □その他 (                )

→　□ＰＰＮ　　□ＴＰＮ　　

(         )Kcal/標準体重ｋｇ
（　　 　 ）Kcal/現体重Kｇ

(         )ｇ/標準体重ｋｇ
（　　　 ）ｇ/現体重Kｇ

(         )Kcal/標準体重ｋｇ
（　 　　 ）Kcal/現体重Kｇ

(         )ｇ/標準体重ｋｇ
（　　　 ）ｇ/現体重Kｇ

特記事項

　　　　　　　　　　　　　*******　栄　養　サ　マ　リ　ー　*******

㎝　 ｋｇ BMI     /    　　現在

学会分類2021





栄養情報提供加算



郡山保健所HPより
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